第1巻第4課

第4課 　好きなこと
目標
	日本語学習目標

・好きなものを言ったり、相手にたずねねたりすることができる。　　　　　　　

・自分の知らないものについて何かをたずねたり答えたりすることができる。
文化・人間関係目標

・お互いの好きなものを知ることを通して、友達との関係をつくる。
・世界の中学生の好きなことについて、自分との共通点・相違点に気づき、共感をしたり、興味を持ったりする。
・日本のじゃんけんを体験する。

・中国のじゃんけんと比較して、共通点相違点に気づく。
	文字学習目標

・ひらがな10文字が読めて書ける。


トピック場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・人は友達になるために、共通点を探そうとして、好きなものを聞くことが多い。主題場面では、張と美佳が好きなものについて話している場面、聞かれた美佳が張に同じことを聞いている場面を出してお互いに共通点を探しあっている状況を出しました。（主題場面の前のコマでは、美佳が音楽室を見て顔が少し明るくなった。それを見た張が、「美佳は音楽が好きなのかな？」と思う。）また、張や美佳が好きなものを聞きあう場面を通して、今度は生徒自身が好きなものを考えることで、次の学習活動（喜欢的事物的示意图）へつなげることができます。

・主題場面は、生徒の気持ちをトピックに向けさせるためのもので、頭の活性化が目的ですから、すぐに「～が好き」という表現を提示する必要はありません。学習活動の中で、生徒が言いたくなったときに提示すると、効果的です。

問いかけの例

　　　○あなたは、相手と友達になりたいとき、どんなことを聞きますか。

○二人は何をしていますか。

○美佳は音楽室に来てどんな気持ちになったでしょうか。
（主題場面の前のコマから考えさせる）

○あなたが張だったら、どんなことを聞きますか。

○美佳が好きなものは何ですか。（漫画全体から考えさせる）

○美佳も張に何かを聞いています。何を聞いていると思いますか。

○あなたの好きなものは何ですか。

●補足説明
なし
学習活動（学习活动）
好きなもの・こと／好きなもの・ことマップ
	活動のねらい

	・自分の目の前にあるものについて、それが何かを尋ねたり、答えたりすることができる。

・自分の目の前にあるものについて、それが何か確認することができる。
・特定のものについて、それを日本語で何と言うか分からないとき、きちんと相手に伝えることができる。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	これ、ゲーム？
－うん、ゲーム。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－ううん、ゲームじゃない。
これ、何？

－ゲーム。
	何、これ、うん、ううん、アニメ、ゲーム

	●
	
	
	日本語で何ですか。／サッカーです。
	日本語


●活動内容

・星海中学1年×班がまとめた、好きなものの写真・切り抜きや絵などを使って、それがなにか聞く。
・王と美佳の「好きなものマップ」を参考にして、「好きなものマップ」をつくる（好きなものを絵に描いてはる）。隣の友達に「好きなものマップ」について聞く。好きなものが、日本語で何と言うか調べる。

●制作意図＆授業のヒント
・最初に、生徒自身に「喜欢的事物的示意图」を作らせるといいでしょう。自分の好きなものを自由に貼ったり、描いたりします。できるだけ文字を使わないで表現するようにしましょう。
・その後、P67の王と美佳のように、指を指し合いながら「これ、动画片？」のように、お互いに描いたものについて聞き合います。生徒たちは自分の好きなものが日本語で何と言うのか知らないので、中国語でかまいません。また、指を指しながら聞かせると「これ」が理解しやすいでしょう。
・生徒たちが書いたものの中には、きっと一見してわからないものがあるでしょう。そのとき、描いた人と見て分からない人の間にインフォメーションギャップがあります。このインフォメーションギャップを利用して、「これ、何？」を導入すると、効果的です。理由は、わからないから聞くという現実的な場面の中で表現が使われているからです。

・生徒たちは、母語でお互いの好きなものを紹介し合っているうちに、日本語で何と言うのか知りたくなるでしょう。そのときに、「日本語で何ですか」を導入すると、使い方がはっきりわかるでしょう。

●補足説明

・この課では、「それ」「あれ」を扱わなくてもいいです。「それ」については第3巻18課、「あれ」については第3巻15課で学習することになっています。もし、生徒が相手に近いものを指差したり、遠くのものを指差したりしたときは、それぞれ「それ」、「あれ」を使います。「それ」「あれ」を生徒に適宜教えてもかまいません。

友達と一緒に共通点を探そう
	活動のねらい

	・スポーツや楽器などについて、自分の好きなこと、好きではないことを言うことができる。

・スポーツや楽器などについて、相手に好きかどうかたずねることができる。

・自分も相手と同じことが好きであることを言うことができる。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	●
	（わたし／ぼくは）～がすき（です）。～さんは？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたし／ぼくもすき（です）。

（わたしは）～はすきじゃない（です）。

わたしたちは～がすきです。　
	わたしたち、すき、すきです、すきじゃない、すきじゃないです、サッカー、バスケ


●活動内容
・自分の好きなことを言ったり、友達に好きなことを聞いたりして、好きなものが同じグループをつくります。

●制作意図＆授業のヒント

・課のトピックは「好きなこと」です。「喜欢的事物的示意图」を作り、隣の人とそれを話し合い、好きなものを日本語で何と言うか先生に聞くことまでは取り上げましたが、生徒はまだ、「喜欢（好き）」という気持ちを日本語でどう表現するのか知りません。学習活動を続けてきたことによって、生徒は「喜欢」という気持ちを日本語でどう言うのか知りたくなっているでしょう。そのとき、初めて「～が好き」という表現を導入します。

・この活動での「～が好き」「～が好き？」の発話意図は、友達と知り合うためのものです。

・この活動では「（名詞）がすきです」という表現形式を扱っています。もし、生徒が「（動詞）ことが好きです」と動詞を使うほうが適当なものを表現したくなったら、適宜教えてもかまいません。
例：食べること、料理をつくること　
●補足説明

なし
コラム（专栏）
わたしの趣味
	目標

	・世界の中学生の好きなことについて、自分との共通点・相違点に気づき、共感をしたり、興味を持ったりする。  


●制作意図

・写真を使って、世界の中学生の好きなことを提示しました。自分たちとの共通点や相違点をみつけ、同世代の中学生として国を超えて共感できるものがあることを伝えようとしています。

●授業のヒント

1．写真を見て、世界の中学生が、それぞれ何が好きなのかを話します。

2．自分たちと比べて共通点・相違点を探し、感じたことを話します。
●補足説明

・民族楽器ドムラ（英語：Domra、ロシア語：домра）の説明は下のホームページ（中国語）を参照してください。
　http://ru.veduchina.com/html/article/200903/48596.shtml
日本語広場（日语广场）
じゃんけん
	目標

	・日本のじゃんけんを体験する。
・中国のじゃんけんと比較して、共通点相違点に気づく。


●制作意図

・じゃんけんは世界各地にあるが、形式や意味において、共通点・相違点があります。日本のじゃんけんを通して、自分たちと共通点相違点を考えさせます。
●授業のヒント

1．じゃんけんは、中国だけにあると思うか考えます。
2．日本のじゃんけんについて、教師が勝ち・負けのパターンを3通り提示します（教科書の写真を使ってもかまいません）。生徒は、ルールやグー・チョキ・パーの意味を当てます。また、日本ではどんなときに使っているのかを知ります。

3．自分たちとの共通点や相違点を考えます。

4．日本語のじゃんけんをするときの言い方を録音で聞いて、実際に日本語でじゃんけんをしてみます。

・じゃんけんは、世界各地にあります。遊び方を比較したり、ルールを当てたりすることもできます。

・今後、学習活動で順番を決めるときなど、日本語のじゃんけんを実際に使ってみるのも面白いでしょう。

●補足説明

・じゃんけんは、日本では物事を決めるときによく使います。また、子どもだけでなく大学生や大人の間で使われることもあります。

・世界のじゃんけんの説明は下のホームページ（日本語）を参照してください。
　http://www.imajinsha.co.jp/asobiba/jyanken.html
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・学習活動で扱ったことを、振り返ったり、確認したりします。
●補足説明

・参考解答
　　　美佳：何が好き？　　　張：音楽が好き。
ひらがな（平假名）
	目標

	・ひらがな10文字が読めて書ける。


●制作意図＆授業のヒント

・ひらがなの成り立ちの漢字とひらがなを組みあせる活動は、生徒の想像力を発揮させるようにしましょう。

・この課で扱う10文字を習った後、読めたり書けるようになる表現：

　　　わたしは　（おんがく）が　（だい）すきです。

　　　なにが　すきですか    

　　　わたしたちは　おんがくが　すきです      

　　　さん／くんは　おんがくが　すきです。    

　　　わたしも　すきです                     

　　　なにが　すきですか                   　　                     

・付録の五十音図1、2も利用しながら授業ができます。

●補足説明

・参考解答
　も→毛　　ち→知　　い→以　　な→奈　　ほ→保

　お→於　　え→衣　　に→仁　　き→幾　　れ→礼
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